


厚さは最大のもので14.5cmで、ある(写真3)。土壁は面

を持ち、断面などでスサ(稲葉など)が多数確認でき

ることから、現在の土壁などと同様に、土壁の補強材

としてスサを混ぜていたようである。

住居の復元

通常検出される竪穴住居は地面を掘り込み、床面か

らは屋根を支えるための柱穴跡や壁溝などが検出され、

屋根を竪穴周縁部まで茸き降ろす形態の住居が復元さ

れるが、当住居では第2図のような住居が復元できる。

まず、住居の構造は地面を掘り込む竪穴住居である

が、柱跡が無いことと土壁が出土していることから、

住居の地上部に壁を立ち上げ、屋根の軒を支える「壁

立式竪穴住居Jであることが復元できる。
屋根は草葺や土屋根が考えられるが、土屋根の場合

火災時に柱等が焼け、土屋根の重みで屋根が落下した

結果、垂水などの部材が完全に燃えず、炭化して復元

に良好な状態で検出される例が多い。今回は住居北部

や中央部で検出した板材の小片などの部材が垂木や桁・

梁であると考えられるが、残存状況は非常に悪く、床

面も強く焼けていることなどから屋根は草屋根で壁の

倒壊と同時に屋根や建築部材が住居内で燃え尽きたも

のと考えられる。

壁の構造であるが出土した土壁や部材から、壁部に

縦横の木舞を配し、地面を掘り込んだ部分には内側に

化粧材を立て並べ横方向の材で留め、地上に立ち上げ

る部分には壁を塗り上げたものであると想定される。

写真 1 竪穴住居焼失状況

まとめ

以上本例は、住居が焼失し残存していた部材と土壌

から壁立式住居であり、土壁を用い住居内面には化粧

根を巡らすなど非常に丁寧な構造であった住居が復元

できる貴重な資料である。

また、住居の時期は 7世紀後半代と考えられ、面積

は33mとこの時期の竪穴住居としては大型であること

から村の長クラスの住居と想定でき律令期における社

会構造を知る上で貴重な資料となった。より具体像に

ついては整理調査で明らかとしていきたい。

なお、竪穴住居の復元にあたっては東北芸術工科大

学教授宮本長二郎氏の御教示を得ました。

(側)滋賀県文化財保護協会 清水ひかる)

写真3 土壁

写真2 化粧板出土状況
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303.北牧野古墳群の調査

〔はじめに〕

北牧野古墳群は、100基近くの数が確認されている後

期群集壌で、近接地には古代製鉄遺跡があることから

これら製鉄集団との関係が注告されている古墳群であ

る。調査の対象となった 2基は、直径14-15m、高さ

2mの円墳で、 6世紀後半頃のほぼ同じ時期にほとん

ど接して築かれている。主体部はともに南に関口する

右片袖の横穴式石室である。いずれも天井石が崩壊し

て石室内に落ち込んでいたが、 2基とも多くの遺物が

出土した。

(2号墳の概要〕

2号墳は未盗掘で、羨道閉塞石が良好に残存してい

た。石材は全壌とも比較的小型のものを用いている 0

::fi室規模は玄室長3.1mで、奥壁部(1.1m)から玄門

部(1.6m)にかけて緩やかに広がっている。玄室床面

は磯床で、中央部には赤色顔料が確認できた。羨道の

i揺は 1mで、玄内部には繭平なお材を立てて置き、お材

頂面まで土を充填して玄室床面よりも一段高くしてい

る。閉塞石は丁寧に積み上げて面を呈している。羨門

部は誠査していないため詳細は不明で、あるが、表国観

察から羨道の長さは2.8m以上と推定できる。

副葬品は奥壁部と袖部とにわかれて出土している。

袖部からは須恵、器(杯身・杯蓋・高杯・提瓶・横瓶・

短頚壷・ハソウ)のみがまとまって出土し、奥壁部か

らは須恵器(杯身・杯蓋・有蓋高杯)、鉄鉱一括、鉄斧、

大刀、耳環、ガラス小玉などが出土した。有蓋高杯は

脚部を打ち欠き、体とともに並んだ、状態、で検出したが、

打ち欠いた脚部は羨道部階段状施設の充填土内から出

土した。

鉄鉱は切先を床に向け北西隅でかたまって出土して

2号墳副葬品出土状況(東から)
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おり、壁面に立て掛けて副葬されたものと想定できる。

大万は金銅製単龍環頭大万で、玄室の奥壁に立て掛

けたような状態で出土した。環頭は柄木が腐朽して下

に落ち込んだ状態で出土しているが、全体の長さは約

80cmと推定できる。環頭は7.2cm x 5. 7cmの楕円形で、外

縁にも龍を 2匹肉彫りしている。環内の龍は頭部のみ

で、牙を持つ日から舌または雲気を出すタイプのもの

である。日や顎類などきわめてシャープに肉彫りされ、

鱗などの表現にも文様の崩れのほとんどない精巧な作

りで、単龍環頭としては古い様相を呈している。

副葬品以外の遺物では、墳丘南西斜面から須窓器片

が、東側周溝から土師器片がそれぞれ出土している。

(3号墳の概要〕

3号墳は 2号墳に比べて石材は若干大きめのものを

使用しており、石室の規模は全長8.4mで、ある。玄室長

3.8m、玄室幅は1.6-1. 9mで、平面プランは玄室中央よ

りやや玄門部側で最大l隔を持ちわずかに腕張りを呈す

る。玄室床面には板石を敷いている。羨道は入口から

玄室にむかつて傾斜しており、玄門部には段を持たな

し¥0

奥躍は細長い台形の石材を横置きして鏡指としてい

る。その上に石材を横罷きで積み上げているが、上部

の石材は徐々にi隔が狭まっており、両側壌を持ち送っ

ていたことがわかる。

2号墳と同様、平面プランは右片袖であるが、左側

壁玄内部の石材はほかに比べて大きく袖石と間程度の

高さを有しており、袖を意識して構築していることが

わかる。このように、 3号石室の構造は 2号墳と少し

異なる特徴をもっO

副葬品は石室内に散乱した状態で出土している。玄

室内からは須恵器(杯身・杯葦・高杯)、鉄鉱、耳環、

ガラス小玉などが、羨道部から土師器(護)、石製五輪

玉が出土した。三輪玉は大万の柄に付く勾金・勾革と

呼ばれる護拳帯を飾るものである。大刀本体は出土し

3号墳纂墳上面列若検出状況(南から)



ていないが、 2号墳と同様、装飾付大刀が副葬されて

いた可能性がある。

墳丘裾付近には 2・3段に積まれた石垣状の列石が、

石室墓壊上国には列省がそれぞれ巡り、墳丘の構築に

際しての工夫が見受けられる。さらに、墳丘盛土内か

らは土師器・須窓器などが出土しており、築造特に何

らかの行為を行っていたことがわかる。

〔装飾付大刀〕

県内で出土した環頭大万は4例確認されている D 玉

をくわえた単龍環頭が竜王町鏡山古墳から出土してお

り、他の種類として、朝鮮半島製とされる双龍環頭が

高島町稲荷山古墳から、三葉文環頭が新旭町二子塚古

墳から出土している。また、三輪王は金銅製のものが

浅井町雲雀山吉墳と高島町稲荷山古墳から、水品製の

ものが近江町山津照神社古墳から出土している。

高

環頭大刀の系譜としては、単龍環頭が朝鮮半島の百

済系、双龍環頭が高句麗系といわれ、それぞれの系列

の豪族が製作や配布に関係していたのではないかと考

えられている。高島町稲荷山古墳は馬具や金銀製装飾

品など豪華な副葬品を有する前方後円墳であるのに対

し、北牧野2. 3号墳-は小円墳であり、装飾付大刀が

副葬された経緯が注百される。たとえば、高島郡内に

は製鉄に関係する遺跡が数多く分布しており、北牧野

古墳群の北には北牧野製鉄遺跡群が隣接する。吉墳時

代に遡るものが存在したと仮定すると、当古墳群は中

央に鉄を供給するための技術者集留の墳墓群で、 2号

墳はその長の墓であったのではないかとすることもで

きる。同様に、鏡山古墳の崩辺も須恵器の一大生産地

であり、被葬者と技術者集聞との関わり合いが考えら

れる。

((賜滋賀県文化財保護協会大崎康文)
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3号墳

北牧野吉墳群石窓実測図 (S= 1 : 100) 
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